









































第1図 コソ ドル ール断面の偏光顕微鏡写真(
いずれ も横幅が1mm)。周囲の暗
黒部分は ミクロソサイズの微粒了組織












直:線は地 」二物質の質量分別線(NMFL)を 示す。通常 の物理 的、化学的プ ロセスでは同位体変動は近
似的には同位体間の質量差に比例す ることか ら、地 ヒ物質の測定点は おおむね このNMFL近傍に分窟
す る。一一方、 コソ ドルールの測定値はいずれ もNMFLか ら大 きく逸脱 してお り、 しかも地E物 質に対
する差異を見るといずれも△(26/25)




図は各々の コソ ドルール組織 ごとのマ
グネシウム同位体比の平均値をプロッ




即 ち元 々の太陽系の同位比 がLineA









































































→(S)方向に配列 したと考えられる。興味深い点は、このLineA上における各組織の コソ ドルールの24Mg




>Tmax>1440℃で棒状 カソラソ石が、そ して不完 全溶融状態か らは斑状 コソ ドルールが形成 され る
(v=1000-5000℃/hr)。また各組織vと の存在頻度は、 一般に斑状 コソ ドル ールが全体の70%以上
を占め、棒状 カソラソ石、ガラス質等は10%前後である。8'これを第3図 、LineA上の配列順序 と比較
す ると、Tmax,vの大 きいコソ ドルール組織ほど24Mg過剰成分の混入が大 きく存在頻度が小 さいとい
う関係が見 られ る。 このように コソ ドルール鉱物組織 についての三要素、(1)形成時の加熱条件(2)存在
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